
Ｉ
Ｔ
Ｆ
は
5
月
16
日
〜
18
日
に
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
本
部
（
ロ
ン
ド
ン
）
に
お
い
て
港
湾
部
会
委
員
会
と
公
正
慣
行
委
員
会
運
営
委
員

会
を
開
催
し
た
。

両
会
議
に
は
、
真
島
中
央
執
行
委
員
長
と
玉
田
書
記
長
、
及
び
、
全
国
港
湾
出
身
の
2
人
目
の
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
候
補
と
し

て
活
躍
す
べ
く
準
備
を
し
て
い
る
上
村
翔
大
さ
ん
（
検
定
労
連
書
記
次
長
）
が
参
加
し
た
。

全全
国国
港港
湾湾
・・
独独
禁禁
法法
問問
題題
でで

現現
状状
をを
報報
告告

部部
会会
とと
しし
てて
支支
援援
継継
続続
をを
確確

認認
全
国
港
湾
は
、
2
0
2
1
年

11
月
に
リ
ス
ボ
ン
で
開
か
れ
た

港
湾
部
会
で
、
い
わ
ゆ
る
独
禁

法
問
題
に
関
し
て
、
日
本
の
産

別
交
渉
体
制
の
再
構
築
を
目
指

す
た
た
か
い
を
支
援
す
る
声
明

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
重
ね
て

感
謝
し
、
い
ま
も
こ
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
報
告

し
た
。
そ
の
中
で
、
東
京
都
労

働
委
員
会
が
不
当
労
働
行
為
と

認
定
し
産
別
交
渉
の
促
進
を
命

令
し
た
こ
と
を
強
調
し
た
。
こ

れ
を
日
港
協
が
受
け
入
れ
ず
、

中
央
労
働
委
員
会
に
再
審
査
を

求
め
た
経
過
か
ら
、
現
在
は
中

央
労
働
委
員
会
の
判
断
・
決
定

を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
て
お

り
、
産
別
の
賃
金
制
度
の
交
渉

が
独
禁
法
に
抵
触
す
る
と
い
う

理
屈
は
、
絶
対
に
容
認
で
き
な

い
と
の
立
場
を
強
調
し
た
。

港
湾
部
会
委
員
会
は
、
日
本

の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
支
援

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

ＧＧ
ＮＮ
ＴＴ
（（
国国
際際
港港
湾湾
資資
本本
））

へへ
のの
キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン
運運
動動

組組
織織
化化
・・
労労
働働
協協
約約
にに
よよ
るる

社社
会会
的的
規規
制制
のの
取取
りり
組組
みみ

世
界
で
事
業
展
開
す
る
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
タ

ー
ミ
ナ
ル
（
Ｇ
Ｎ
Ｔ
：
ド
バ
イ

ポ
ー
ツ
・
ハ
ッ
チ
ソ
ン
な
ど
の

世
界
的
国
際
港
湾
企
業
）
は
、

そ
こ
に
強
固
な
労
働
組
合
が
な

か
っ
た
り
、
労
働
側
に
弱
点
が

あ
る
と
し
た
場
合
に
、
労
働
組

合
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
し

た
り
、
労
働
者
と
の
対
話
す
ら

拒
否
す
る
横
暴
な
運
営
を
進
め

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｉ

Ｔ
Ｆ
は
労
働
組
合
権
の
確
立
や

労
働
組
合
を
結
成
し
て
労
働
協

約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
る
社

会
的
な
規
制
を
取
り
組
ん
で
い

る
。こ

の
問
題
で
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
は
ア

フ
リ
カ
地
域
を
一
つ
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
て
活
動
を
強
化
し
、

港
湾
部
会
と
マ
ー
ス
ク
タ
ー
ミ

ナ
ル
社
と
の
間
で
覚
書
の
締
結

に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
港
湾

戦
略
チ
ー
ム
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
部
門
の
支
援
を
受
け
、

関
係
す
る
加
盟
組
合
と
Ｍ
Ｏ
Ｕ

草
案
を
検
討
し
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
4
カ
国
に
現
存
す

る
緊
張
や
対
立
を
、
対
話
を
通

じ
て
緩
和
す
る
こ
と
で
、
支
援

す
る
試
み
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
中
南
米
・
カ
リ
ブ
海

地
域
に
お
い
て
も
、
同
様
の
取

り
組
み
が
進
ん
で
お
り
、
こ
の

地
域
の
16
カ
国
か
ら
60
名
以
上

の
参
加
者
に
よ
る
総
会
が
開
か

れ
、
自
動
化
・
Ｇ
Ｎ
Ｔ
対
策
・

組
織
化
の
戦
略
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
活
動

で
は
、
23
年
4
月
に
「
ハ
ッ
チ

ン
ソ
ン
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
会
議
」

と
「
マ
ー
ス
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
ア

ジ
ア
太
平
洋
会
議
」
が
行
わ
れ

て
、
具
体
的
な
対
策
が
進
ん
で

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
と

い
う
世
界
的
な
支
援
の
輪
の
中

で
、
労
働
者
の
権
利
を
守
る
た

た
か
い
が
成
長
し
て
い
る
こ
と

を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
Ｉ

Ｔ
Ｆ
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き

注
目
し
て
お
く
こ
と
の
重
要
性

が
確
認
で
き
る
。

ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
・・
ササ
ププ
ララ
イイ
チチ

ェェ
ーー
ンン
にに
着着
目目

港港
湾湾
はは
そそ
のの
要要
にに
ああ
りり
、、
組組

織織
化化
のの
起起
点点
へへ

Ｉ
Ｔ
Ｆ
は
、
多
国
籍
国
際
企

業
、
投
資
家
、
そ
の
他
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
い
て
企
業

が
持
つ
力
を
特
に
標
的
と
し
、

直
接
雇
用
お
よ
び
下
請
け
企
業

で
働
く
交
通
運
輸
労
働
者
の
安

全
、
権
利
、
基
準
を
尊
重
す
る

よ
う
、
製
品
を
輸
送
す
る
輸
送

業
者
に
圧
力
を
か
け
る
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
る
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
運
営

（
利
用
・
活
用
・
チ
ェ
ー
ン
網

の
維
持
な
ど
）
す
る
ユ
ー
ザ
ー

は
、
す
べ
て
の
チ
ェ
ー
ン
網
・

輸
送
モ
ー
ド
に
働
く
労
働
者
の

諸
権
利
に
対
す
る
社
会
的
責
任

を
負
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
港
湾

か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
責
任
を
果

た
さ
な
い
企
業
に
、
輸
出
入
の

起
点
で
あ
る
港
湾
か
ら
圧
力
を

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。

日
本
で
言
え
ば
、
港
湾
ユ
ー

ザ
ー
に
対
す
る
社
会
的
責
任
の

追
求
で
あ
り
、
港
湾
に
つ
な
が

る
様
々
な
職
種
の
労
働
者
と
手

を
繋
ご
う
と
い
う
呼
び
か
け
で

も
あ
る
。

自自
動動
化化
・・
機機
械械
化化
かか
らら
雇雇
用用

をを
守守
るる
たた
たた
かか
いい

＝＝
ＮＮ
ＺＺ
でで
自自
動動
化化
導導
入入
がが

失失
敗敗
＝＝

＝＝
豪豪
州州
でで
もも
反反「「
自自
動動
化化
」」

キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン
＝＝

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
港
（
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
）
で
遠
隔
操
作
キ

ャ
リ
ア
の
導
入
が
失
敗
し
た
。

Ｎ
Ｚ
海
事
組
合
（
Ｍ
Ｕ
Ｎ
Ｚ
）

自
動
化
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
自
動
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
失
敗
か
ら
教
訓
を
得
る
た
め

そ
の
内
容
を
報
告
し
た
。
報
告

に
よ
る
と
、
自
動
化
に
至
る
ま

で
の
意
思
決
定
過
程
で
事
前
の

説
明
も
な
い
ま
ま
管
理
者
は
強

引
に
推
進
し
よ
う
と
し
、
組
合

は
反
対
の
立
場
で
た
た
か
っ
た

こ
と
が
示
さ
れ
、
失
敗
の
根
本

に
計
画
の
無
謀
さ
（
見
通
し
の

甘
さ
）
が
顕
著
で
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
失
敗
に
よ
っ
て
、
貨
物

量
の
減
少
、寄
港
本
船
の
減
少
、

6
5
0
0
万
㌦
の
損
失
と
な
っ

て
、港
と
周
辺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

利
用
者
、
そ
し
て
よ
り
広
く
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
経
済
に
影

響
を
与
え
て
い
る
と
さ
れ
て
い

る
。ま

た
、
豪
州
の
ニ
ュ
ー
キ
ャ

ッ
ス
ル
港
か
ら
の
合
理
化
反
対

の
運
動
が
報
告
さ
れ
た
。
同
港

は
世
界
最
大
の
石
炭
港
で
あ
る

が
、
港
湾
局
は
将
来
的
に
石
炭

に
代
わ
る
も
の
が
必
要
だ
と
考

え
（
脱
炭
素
化
へ
の
）
移
行
の

開
始
点
に
な
る
と
し
て
、
自
動

化
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
提
唱
し
て
い

る
。
し
か
し
、
自
動
化
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
は
、
多
く
の
雇
用
が
見

込
め
な
い
た
め
、
表
向
き
の
目

標
に
反
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
と
報
告
さ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
海
事
労
組
（
Ｍ
Ｕ
Ａ
）

は
、
自
動
化
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
概

念
を
打
破
す
る
た
め
、
新
た
な

た
た
か
い
を
準
備
し
て
い
る
と

強
調
し
た
。

ま
た
、
ユ
ー
ザ
ー
や
識
者
、

機
械
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
集
ま
り

ド
イ
ツ
に
お
い
て
「
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
自
動
化
会
議
」
が

開
催
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
自
動

化
は
生
産
性
の
向
上
を
も
た
ら

す
こ
と
は
な
く
、
コ
ス
ト
削
減

効
果
さ
え
も
以
前
、
予
測
さ
れ

て
い
た
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
い

う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
た

こ
と
が
特
徴
と
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
、

大
規
模
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
し
か
採

用
さ
れ
な
い
可
能
性
が
高
く
、

コ
ン
テ
ナ
を
11
段
ま
で
積
み
上

げ
る
シ
ス
テ
ム
は
、
結
果
的
に

破
壊
的
技
術
と
な
る
可
能
性
も

あ
る
と
強
調
さ
れ
た
。

各各
国国
のの
争争
議議
支支
援援
をを
確確
認認

港
湾
部
会
は
、
各
国
の
争
議

や
協
約
改
定
交
渉
の
支
援
を
確

認
し
た
。
具
体
的
に
は
、

①
2
0
2
2
／
2
0
2
3
年

の
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
協
約
改
定
交
渉
へ

の
連
帯

米
西
海
岸
29
港
で
働
く
2
万

2
0
0
0
人
以
上
の
港
湾
労
働

者
を
対
象
と
す
る
新
し
い
団
体

協
約
の
交
渉
が
2
0
2
2
年
5

月
10
日
に
始
ま
り
、
現
在
も
継

続
中
（
6
月
中
旬
に
妥
結
）
で

あ
る
。

②
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
カ
ナ
ダ
の
交
渉

へ
の
支
援

Ｂ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
Ａ
社
が
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ

カ
ナ
ダ
と
の
労
使
交
渉
を
拒
否

し
て
い
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
カ
ナ
ダ

港
湾
交
渉
委
員
会
は
、
連
邦
政

府
に
調
停
官
の
派
遣
を
求
め
る

こ
と
を
決
定
し
、
カ
ナ
ダ
政
府

は
こ
れ
を
実
施
し
た
。
政
府
の

調
停
委
員
を
交
え
、
再
び
協
議

を
開
始
す
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
。③

英
国
：
リ
バ
プ
ー
ル
の
争

議
に
つ
い
て
の
連
帯

リ
バ
プ
ー
ル
港（
イ
ギ
リ
ス
）

で
は
、
95
年
の
組
合
潰
し
と
の

た
た
か
い
以
降
、
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
た
。
05
年
に
組
合

（
組
織
率
95
％
）を
再
建
し
た
。

し
か
し
、
非
正
規
労
働
者
の
強

制
就
労
に
よ
る
組
合
攻
撃
が
あ

り
、こ
れ
を
跳
ね
返
し
て
き
た
。

今
般
の
物
価
高
騰
に
対
し
て
、

7
週
間
の
ス
ト
（
24
時
間
ピ
ケ

と
抗
議
行
動
）
を
た
た
か
い
14

・
5
％
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取
っ

た
。④

洋
上
風
力
発
電
の
問
題
に

関
す
る
雇
用
確
保
の
た
た
か
い

へ
の
連
帯

洋
上
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
の

建
設
・
保
守
・
運
営
は
、
海
上

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
最
も
急
速

に
成
長
し
て
い
る
産
業
と
な
り

つ
つ
あ
る
。
2
年
前
、
米
国
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ニ
ュ
ー
ベ

ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
沖
に
設
置
さ
れ

た
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
の
一
つ
の
洋

上
風
力
発
電
所
の
一
部
と
し

て
、
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
・
ウ
ィ
ン

ド
社
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州

建
築
建
設
業
協
会
（
建
築
・
建

設
組
合
の
連
合
体
）
と
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
労
働
協
定
（
Ｐ
Ｌ
Ａ
）

を
締
結
し
た
。
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド

・
ウ
ィ
ン
ド
社
は
、
貨
物
・
設

備
の
積
み
下
ろ
し
、
ラ
ッ
シ
ン

グ
、
船
舶
の
係
船
、
給
油
、
港

で
の
貨
物
の
固
定
・
管
理
な
ど
、

従
来
、
Ｉ
Ｌ
Ａ
（
米
東
海
岸
労

組
）
の
権
限
に
属
す
る
業
務
を

建
設
組
合
が
行
う
こ
と
に
合
意

す
る
問
題
、
つ
ま
り
、
港
湾
労

働
者
の
仕
事
を
取
り
上
げ
る
問

題
を
引
き
起
こ
し
た
。

主
な
議
題
は
、
国
際
交
渉
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
Ｉ
Ｂ
Ｆ
）
、
新
た

な
Ｉ
Ｔ
Ｆ
協
約
の
改
定
に
向
け

た
要
求
内
容
な
ど
の
検
討
で
、

と
り
わ
け
港
湾
サ
イ
ド
か
ら
は

「
ラ
ッ
シ
ン
グ
作
業
は
港
湾
労

働
者
の
仕
事
（
非
船
員
条
項
）
」

の
協
約
内
容
の
充
実
・
強
化
が

強
調
さ
れ
た
。

こ
の
課
題
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ

と
ド
イ
ツ
で
裁
判
闘
争
に
な
っ

て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
労
働

側
に
有
利
な
判
決
が
出
て
い
る

が
、
船
社
は
控
訴
し
て
い
る
。

船
員
の
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
安
全
性

を
担
保
で
き
な
い
こ
と
が
大
き

な
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
ド
イ

ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
労
働
裁
判
所

は
、
ド
ー
ル
社
（
Ｄ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
）

に
対
す
る
訴
訟
手
続
き
で
会
社

側
の
主
張
を
却
下
し
て
い
る
。

Ｆ
Ｏ
Ｃ
／
Ｐ
Ｏ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
最
新
状
況
で
は
、
十
分

な
水
と
燃
料
を
供
給
せ
ず
、
さ

ら
に
、
乗
組
員
を
威
嚇
し
、
乗

組
員
を
だ
ま
し
て
支
払
う
べ
き

給
与
よ
り
少
な
い
金
額
を
支
払

お
う
と
し
た
問
題
な
ど
、
様
々

な
船
員
へ
の
人
権
侵
害
の
リ
ア

ル
な
実
態
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
実
態
を
な
く
し
て

い
く
た
め
に
も
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
重
要
性
と
、
そ
の
た
め
の

船
員
と
港
湾
の
連
帯
が
強
調
さ

れ
た
。

医
療
従
事
者

が
診
療
報
酬
と

介
護
報
酬
の
臨

時
改
定
を
要
請

し
て
い
る
。
診

療
報
酬
は
、
医

療
機
関
が
行
っ

た
診
療
行
為
に
対
し
て
公
的
医

療
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
る
対
価

の
こ
と
で
、
病
院
経
営
の
根
幹

を
支
え
て
い
る
。
国
は
医
療
の

質
を
保
つ
た
め
に
、
医
療
行
為

ご
と
に
金
額
を
定
め
て
い
る
。

介
護
報
酬
も
同
様
で
あ
る
。
こ

の
改
定
は
通
常
2
年
毎
に
行
わ

れ
て
お
り
、
介
護
報
酬
は
3
年

毎
に
見
直
し
が
さ
れ
て
い
る
。

ど
ち
ら
も
来
年
改
定
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
臨
時

改
定
を
要
請
し
て
い
る
の
か
と

い
う
と
、
診
料
・
介
護
報
酬
が

低
く
抑
え
ら
れ
、
物
価
高
騰
に

見
合
う
賃
上
げ
を
す
る
原
資
が

な
い
か
ら
で
あ
る
。
今
年
の
春

闘
で
は
大
手
製
造
業
を
中
心
に

3
％
を
超
え
る
賃
上
げ
が
行
わ

れ
、
ベ
ア
1
万
円
超
え
も
珍
し

く
な
か
っ
た
。
だ
が
、
看
護
師

な
ど
の
医
療
職
は
1
・
9
％
で

昨
年
並
み
。
介
護
職
は
さ
ら
に

低
い
。
人
手
不
足
を
耐
え
、
懸

命
に
コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
を
支
え

て
き
た
揚
げ
句
、
燃
え
尽
き
て

退
職
す
る
看
護
師
が
後
を
絶
た

な
い
。
日
本
看
護
師
協
会
の
調

査
で
は
、
2
0
2
1
年
度
の
新

卒
採
用
者
の
離
職
率
は
10
％
と

調
査
開
始
以
来
最
悪
と
な
っ
た

▼
現
在
の
仕
組
み
で
は
、
診
療

報
酬
が
上
が
る
と
患
者
負
担
も

増
え
る
こ
と
か
ら
、
医
療
関
係

団
体
は
軽
減
策
を
求
め
て
い

る
。
患
者
負
担
が
増
え
る
か
ら

賃
上
げ
を
我
慢
し
ろ
で
は
、
人

手
不
足
が
更
に
悪
化
す
る
。今
、

国
の
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る
。
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＝
Ｉ
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港
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公
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慣
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運
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